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提案 10－2 

であると言える。 

提案内容は苗を配布するだけでなく、参加したくなるインセンティブ、

栽培へのハードルを下げる栽培技術情報の提供、自然体験イベン

ト・環境問題を楽しく学べる出前授業などを通しての効果や危機感

の共有をすることに重点を置いている。 

参加者が増えることで、グリーンカーテンの設置数も増え、市民の環

境意識が見える化することで、参加していない市民にも環境活動を

意識してもらうきっかけにつながると考えている。 

提案内容 

（予算の概算は提案

書様式①－４） 

グリーンカーテンの普及啓蒙、参加者を増やすには、以下の方法に

ついて取り組む必要がある。 

１）より活動をひろく周知するための発信方法として、SNSを活用す

る。 

２）環境意識が低い市民の参加を促すため、設置者へのインセンテ

ィブになるようなコンテストへの参加特権を設ける。 

３）公共施設へのグリーンカーテンの設置 

４）学校での出前授業 

５）印西市が取り組んでいる環境フェスタやクールシェアなどのイベ

ント、また市民団体の主催するイベントなどに参加して、広く市民に

参加機会をＰＲしていく。 

貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

・みんなのいっぽのメンバーには元小学生教師がおり、出前事業な

どの実施において学校関係者との調整や当日の授業も経験を活か

して実施することができる。 

 

・苗の作成については、農園経営者であるメンバーが技術・経験を

活かして取り組むことができる。栽培のポイントや設置のコツなど市

民が必要とする正しい栽培情報を SNS で適切に提供することがで

きる。 

 

 

・これまで森のようちえんなど他の市民団体、イオンなどの商業施設

とも協力しながら活動してきており、これまでの連携をベースに、苗

の配布や普及啓蒙を行っていくことができる。 

継続実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後

の展望も記入） 

・学校や市民イベントなど環境意識が高い・低いにかかわらず様々

な市民に普及啓蒙を行うことで、広く市民の環境意識を高めることが

できる。 

・公式ラインやインスタグラムなどの SNSの登録者を継続していくこ

とができるので、一度参加した市民が、毎年参加しやすくなるように

情報を提供することができる。 

 

  



 

提案 10－3 

（提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書 

事  業  名 
グリーンカーテンでゼロカーボン 

「CO２を減らそう！ストップ温暖化大作戦！」 

事業の目的 地球温暖化に対する市民の意識を高める。 

市の施策上の位

置付け及び協働
部署 

（施策名）自然との共生の実現 

（部署名）環境経済部 環境保全課 

事業期間 令和 7年 4月 1日  ～  令和 8年 3月 31日 

 

提 案 者 市 

・グリーンカーテンを使用した地球

温暖化防止対策を市民に普及啓

発 

・ゴーヤなどの種を苗に育成、配

布 

・出前講座の実施 

・広報いんざい及びホームページ 

などによる普及啓発 

・事業の財源確保 

・グリーンカーテンを設置する公共

施設や出前授業を実施する教育

機関との事前調整 

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③によ

る 

0円   1,549,760円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、

有資格者など） 

みんなのいっぽ  

・イベント実施・普及啓蒙２名（元小学校教員、環境教育団体職員） 

・苗の育成・参加者の栽培フォロー（農業者） 

・経理 1名 ・事務・ＳＮＳ等の運営１名  

【協力団体】みんなのおにわ（森のようちえん） 

協働のメリット 
（各立場にとっての効果

を簡潔に） 

提案者 市 民 市 

・これまで活動してき

た経験を生かして、地

域に貢献し地域内の

ネットワークを広げ

る。 

・潜在的な参加者を発

掘する。 

・省エネルギーの推

進。 

・苗の配布や啓蒙活

動により栽培経験が

なくても、手軽に、楽し

く環境によい暮らしを

実現できる。 

・環境によい街づくり

に貢献できる。 

・市民の主体性を引き

出すことができる 

・若年層、子育て世代

など忙しい世帯の参加

を促進できる 

・運営管理コスト、時間

の削減 

対話方法 
市との協議や打ち合わせ方法 

毎月末に事業の進捗状況及び実績を、メール等で報告・情報交換す

る。 

事業の周知方法 
公共施設、学校等へのチラシの配布、SNS の配信、広報いんざい、市

ホームページへの掲載等。 

評価の方法 
（具体的な目標値） 

目標値 

公式ライン登録者数・インスタグラムフォロワー合計 前年比 150人増 

コンテスト応募者数 100件 

環境講座・イベント参加者 400人 

備    考 
関係団体等・みんなのおにわ、駄菓子屋あめちゃん 

その他（添付書類等） 



 

提案 10－4 

 （提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

 

 

無償分を含む総事業費 
（金  1,788,252  円） 
 

うち市に負担を求める額（委託費） 
金  1,549,760  円 
 

 

【歳入】 

 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額  1,549,760 

提案者が負担する額  0 

その他収入   

無償分を含めない合計

額 

  

無償労働力等換算金額 労働力 192,384 円   機材費 41,500 円

  

(238,492) 

無償分を含む総事業費  (1,788,252円) 

 

【歳出】 

 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 
見積り金額

(円) 

種代 

ゴーヤ 2L 40,000 円、ヘチマ 1,000 粒 11,000 円、バタ

フライピー100 粒 1,800 円（送料 1,600 円）、パッション

フルーツ苗 10 個×5,900 円、ホップ苗各 10 個×800

円 

 

       121,400 

育苗 1,000苗×140 円 140,000 

種配布用袋 
種用の小袋 1,000 枚 53,060 円、ラベルシール印刷

1,000枚(1枚 1.8円) 
54,860 

種袋詰め 種袋詰め・ラベルはり作業 1026円/ｈ×2名×10ｈ 20,520 

公共機関への配

布 

市内５か所公共施設グリーンカーテン運搬・設置・管

理サポート  1,026 円/ｈ×2 名×10ｈ×5 箇所＝

102,600円 

282,600 

運搬燃料 10,000円   

プランター、培土、ネット （5施設各 20～30苗）   

新規プランター2,500 円×20 個、培土・追肥 1,500 円

×10 個×5箇所、ネット 1,800円×5個×5か所 
  



 

提案 10－5 

ＰＲ用品 

PRパネル作成 A2パネル 3枚 4,500円 78,858 

コンテスト募集用 A3ポスター 40枚 24,046円   

ＧＣチャレンジ・コンテスト募集チラシ   

1,000枚×30 円/枚（カラー）＝30,000円   

デザイン作成 1,026円/ｈ×12h=12,312   

持ち帰り用袋等備品 8,000円   

ＰＲ・啓蒙普及 質問対応・栽培情報・コンテスト情報発信 104,652 

情報提供 （Instagram画像編集、投稿作成、７か月運用）   

  1,026円/ｈ×1名×６ｈ×７か月＝43,092円   

  初心者向け取り付け・栽培・片付け方法情報発信   

  （youtube動画 3本収録編集）   

  1,026円/ｈ×2名×10ｈ/1本×３本＝61,560円   

ＧＣコンテスト募

集・開催 

公式ライン運用 7 カ月システム料 198,292 

5,000円/月×7 カ月=35,000円   

エルメッセージ運用 5か月システム料   

10,780/月×5か月＝53,900円   

※配信数に応じて料金が変動するため有料機関が 5 ヵ月と試算   

システム構築・運用・募集・集計   

1,026円×1名×1０ｈ/1か月×8 カ月間=82,080円   

景品購入 1,000円相当×10 名、5,000 円相当×1名、

合計 15,000 円 郵送手続き 1,026 円/ｈ×２名×6ｈ

＝12,312 

  

教育施設配布 

小学校出前講座 3回 （1学年 200人程度） 252,734 

前日・当日にかかる人件費   

1,026円×12h×3 回×4名＝147,744   

授業プラン作成および打ち合わせ   

1,026円×5h×3 回＝15,390   

備品購入・資料作成・苗運搬費用   

新規プランター2,500 円×8 個、培土・追肥 1,500 円

×12 袋、ネット 1,800円×12 枚、備品 10,000×3 
  

市民配布 

環境フェスタ、大型商業施設イベント等３回 

100,404 

1,026円×10 時間×3名＝30,780円 

備品・材料費 15,000×3回 

夏休み自由研究サポート・農園イベントでのチラシ・

種・苗配布および育て方ガイダンス各２ｈ×6回 

1,026 円/ｈ×2名×2h×6回 

公共施設での設

置維持管理 

学校、支所、市営施設でのグリーンカーテンの設置お

よび管理 

181,940 新規プランター2,500 円×8 個、培土・追肥 1,500 円

×12 袋、ネット 1,800円×12 枚、備品 10,000×3 

1,026円/ｈ×3名×6ｈ×5 日 



 

提案 10－6 

イベント保険 市民配布 9回×3名×保険料 500円/人 13,500 

無償分を含めな

い合計額 
  1,549,760円 

提案者が負担す

る 
全体の配布プラン作成 

(196,992) 

無償労働力（Ａ） 1,026円×2名×3日×12h＝73,872円 

  集合住宅等でのチラシ設置場所確保・設置依頼 

  1,026円×3名×2日×6ｈ＝36,936円 

  公共施設・事業者への事前連絡 

  1,026円×2名×10h＝20,520円 

  チラシデザイン・苗タグデザイン打ち合わせ 

  1,026円×2名×８ｈ×4日＝65,664円 

提案者が負担す

る 
苗運搬用軽トラ 5日×5,500 円/1日＝27,500円 

(41,500) 

無償機材等（Ｂ） 撮影用機器 7日×2,000 円/1日＝14,000 

無償労働力等換

算金額 
(A)+(B) (238,492) 

無償分を含む総

事業費 
  1,788,252 

 

  



 

提案 10－7 

（提案書 様式④ 最終審査） 

年間事業スケジュール 

 

実施予定

日 
活 動 内 容 参加人数 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

種の配布 

SNSでのグリーンカーテンの効果魅力発信 

GWイベント等での種、苗配布 

SNS発信 種の育て方 苗の設置の仕方の発信 

公共機関等での種及び苗の配布 

 

 

学校での環境講座と苗配布 

 

 

環境フェスタ・商業施設での苗の配布 

 

SNS配信 各植物の管理方法適宜配信 

 

夏休みイベント・自由研究サポートなどでの意識

啓発 

 

グリーンカーテンコンテスト応募者募集 

SNS発信 片づけ方の発信 

グリーンカーテンコンテスト集計 

グリーンカーテンコンテスト結果発表・発信 

事業総括 

 

種、苗の選定 

土造り 

事業報告 

 

 

 

 

GWイベント参加 50人 

一般市民 苗 350個配布 

公共機関 種 1,000袋配布 

苗 100個配布 

 

小学校  苗 200個配布 

小学校環境講座 受講者

250人 

 

環境フェスタ苗 250配布 

 

商業施設      

イベント参加者 100名 

 

コンテスト応募数 100 人 
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提案１１－2 

■協議会の設置を提案する理由 

自然環境の保全に関心のある企業、市民団体、研究者、行政がそれぞれの強

みを発揮し、市民団体間の連携を深めるなど各主体が有機的な連携を図ること

で、印西市の里山環境を良好に保ち、グリーンインフラとして持続的に活用する

仕組みを構築できれば、地域住民や企業が豊かな自然環境の恵みを享受し続

けることに大きく寄与することが期待できます。 

そこで、市と市民団体の協働により、里山の保全と活用に向けた検討・議論・情

報共有等を行う協議会を設置することを提案します。 

提案内容 

（予算の概算は提案

書様式①－４） 

１）目標 

印西市内で活動する里山保全活動団体や市民、関心のある企業など、多種多

様な主体の連携を図り、印西市の里山における、「生物多様性」、「水循環」等

のグリーンインフラ機能の保全・活用に向けた管理体制を構築し、地域活性化

に資する。 

２）対象とする里山（対象地） 

印西市が所有もしくは管理する里山的環境（台地上の草原・畑、樹林、湧水、水

田、谷津等）を有する土地を対象とします。 

３）協議会の設置・開催 

市と市民団体との協働により、多様な主体が参画する協議会を設置します。協

議会では、印西市の里山環境の現状把握、管理目標、管理体制等について検

討・議論・調整するとともに、企業を含む多様な主体との新たな連携に向けたア

クションについて議論します。 

①協議会の体制 

発足当初は以下のメンバーを想定するものとし、事業開始後、協議会発足時に

運営規則等を定め、規程に則り、必要に応じて追加するものとします。 

【当初メンバー（案）】 

印西市：環境保全課、都市整備課、市民活動推進課、市民活動推進センター 

市民活動団体：NPO法人亀成川を愛する会、NPO法人谷田武西の原っぱと森

の会、NPO法人ラーバン千葉ネットワーク、一社 SODO（事務局） 

研究機関：国立環境研究所（気候変動適応センター副センター長 西廣淳氏） 

②協議会の開催頻度 

1 ヶ月に 1回程度の開催頻度を想定しています。 

③協議会の開催場所 

印西市役所内の会議室での開催を想定しています。 

 



 

提案１１－3 

 

４）協議会での取組内容（案） 

当初想定する取組内容は以下の通りとし、協議会での検討・議論等を踏まえ

て、適宜見直しや追加をしていきます。 

①～⑤の各検討結果は、協議会で適宜共有するとともに、検討成果は⑥に示

す各種の広報手段により周知していきます。 

①対象地（市所有・管理地）の現況把握（リスト・マップ作成等） 

 印西市が所有または管理する土地（緑地等取組対象となり得る土地）の現

状（自然環境の状況、管理状況等）の把握・整理（リスト化、マップ化等） 

②里山保全活動団体等の現況把握 

 印西市内で里山の保全活動等の活動を行っている市民団体等の現状（団

体概要、活動内容等）の把握・整理（リスト化等） 

 活動における課題、連携要望等の把握 

③対象地における事業計画の検討 

 先進地域における取組の調査、印西市での適用に係る検討 

 既に市民活動団体等による維持管理が行われている対象地における新た

な取組の検討 

 市民活動団体等による維持管理が行われていない対象地における維持管

理内容、体制の検討 

 自然共生サイト※1申請に係る検討（モニタリング計画立案、申請書類作成等） 

※1：自然共生サイト：「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を国が

認定する区域。認定区域は、保護地域との重複を除き、「OECM※2」として国際データベ

ースに登録される。 

※2：OECM：生物多様性の価値があり、事業者、地域、行政等による様々な取組によって、生

物多様性の保全が図られている区域（国立公園など、既に保護されている区域を除く） 

④多様な主体の連携に係る検討 

 先進地域における取組の調査、印西市での適用に係る検討 

 市民活動団体間の連携（市有地以外で活動している団体も含む）、市民活

動団体と企業の連携、地域内外の住民等との連携の促進に係る検討 

⑤協議会の継続的な運営のあり方の検討 

 協働事業終了年度以降の運営のあり方に係る検討 

⇒本事業で設置する協議会は今後も継続的・発展的に運営されることが望ま

しいと考えています。そこで、協働事業終了後の継続も含めて、今後の運営

体制、メンバー、取組内容等について、検討を行っていく予定です。 
 



 

提案１１－4 

 

⑥事業の広報 

a)事業内容・事業成果の情報発信（ホームページ） 

⇒事業で作成したマップや資料、協議会での議論の結果等について、HP※等

で市民や企業に事業内容や事業成果をオープンに情報発信することによ

り、印西市の里山環境の保全・再生やグリーンインフラとしての持続的な利

活用の重要性等の意識啓発や、取組への参加促進を図る。 

※提案団体・関連団体のホームページでの情報発信を想定しています。協議

会での議論を踏まえて、検討・実施する予定です。 

b)イベントでの広報 

⇒グリーンインフライベント（一般市民・若者・企業向け）の開催 

※グリーンインフラ・ネイチャーポジティブを活かしたまちづくりなどについて分

かりやすく解説するとともに、本事業の目指す『多様な主体の連携による印

西市の里山における、「生物多様性」、「水循環」等のグリーンインフラ機能

の保全・活用』などの理解促進を図る。 

⇒他イベント（市開催、他団体開催等）への出展（ポスター出展等） 

c)庁内勉強会の開催 

⇒本事業によって実現を目指す『印西市の里山における、「生物多様性」、「水

循環」等のグリーンインフラ機能の保全・活用』は、印西市の進める数多くの

施策と関わりがあり、より広範な部署との連携を図るため、グリーンインフラと

市の施策の関わり等について共有・意見交換を図る。 

d)里山保全団体交流会の開催 

⇒市保有地・管理地で活動している団体に関わらず、広く市内で里山保全活

動を行っている団体や関心のある団体を対象に、印西市の里山におけるグ

リーンインフラ機能の保全・活用等に関する講義等の情報提供を行うととも

に、各団体の活動における課題等について共有・意見交換を図る。 

※各活動団体の現状を把握するとともに、団体との意見交換や相談を踏まえ、

必要に応じて、助言などを行う。 

また、将来的な協議会メンバーとしての参画可能性を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

提案１１－5 

貴団体の特性、協

働で実施するメリット 

（提案者が事業実施できる

能力や有利なアピールポイ

ント） 

■継続的な里山保全活動実績 

共同提案者のうち NPO法人３者（亀成川を愛する会、谷田武西の原っぱと森の

会、ラーバン千葉ネットワーク）は、市の保有・管理地を含む印西市内の里山保

全活動を長年に渡って実践してきており、里山の現状や、今後の保全・活用に

おける課題等について熟知しています。また、市内外の関連団体や企業、地域

の方々との良好な関係を維持しており、事業を円滑に進めることができます。 

■グリーンインフラの地域実装等に関する最先端の知見・ネットワーク 

協議会での取組の推進体制には、グリーンインフラ・ネイチャーポジティブ及び

その地域実装分野における我が国最先端の研究機関である国立環境研究所

の協力を得られることとなっています。そのため、印西市におけるグリーンインフ

ラの推進、ネイチャーポジティブの実現を図るにあたって、技術的支援や、最新

の研究事例・国の動向等についての情報提供を受けることができます。また、国

立環境研究所は、様々な研究機関や行政、企業等との連携により、北総地域で

の里山保全・活用の取組を先導しており、様々な地域主体とのネットワークを有

していることから、事業を効果的に進めることができます。 

■地域のグリーンインフラ分野に精通した協議会運営 

共同提案者のうち一般社団法人ＳＯＤＯ（協議会事務局担当）は、北総地域を

中心とする千葉県内において、「生態系を賢く活かした豊かな地域づくりを推進

する」ために設立された中間支援団体であり、地域の状況、行政の上位・関連

計画など、本事業を進める上で必要となる情報に精通しています。また、市内外

の関連団体や行政機関、企業等とのネットワークを有しており、事業を円滑に進

めることができます。 

■協議会の運営体制 

 
  

大学・研究機関市民活動団体

印西市事務局

将来の里山等の
活用について協議

⚫ 活用可能な場所や価値
を見つける

⚫ 企業と連携する方法を
一緒に考える

例えば・・・

✓ 市民活動団体間の連携の促進
✓ 企業や地域連携の促進

地域の豊かなくらしの実現（すみやすい都市の実感）

✓ ネイチャーポジティブの実現
✓ グリーンインフラの推進

等

•協議会運営
（会議開催、資料作成等）

•事業に対する補助
•情報共有・調整
•広報・啓発

•対象地の調査
•計画立案に関する議論

•研究成果の共有
•調査・評価の協力

亀成川を愛する会
谷田武西の原っぱと森の会
ラーバン千葉ネットワーク

国立環境研究所

ＳＯＤＯ

気候変動適応センター 

副センター長 西廣淳氏 



 

提案１１－6 

事業実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

■事業実施により得られる主な効果 

本事業の実施により、以下に挙げるようなことが実現できます。 

本事業で直接的に実現できること 結果として実現が期待されること 

・協議会の設立（市民・事業者・行政の協働による

里山の保全・活用の仕組みづくり） 

・里山の保全・活用に係る市民活動団体間の連携

促進 

・里山の保全・活用に係る地域、企業の連携促進 

・連携によって保全・維持されている里山（市有地）

の OECM※登録 

・印西市内の里山（市所有・管理地）の現状把握 

・HPを通じた情報発信による市民・企業への広報、

意識啓発、参加促進 

・里山の保全・活用の推進 

・生物多様性の保全 

・グリーンインフラの推進 

・ネイチャーポジティブの推進 

・カーボンニュートラルへの貢献 

・地域の豊かな暮らしの実現 

・市民団体間の連携促進 

（多様な主体の交流の場の創出） 

※OECM：生物多様性の価値があり、事業者、地域、行政等による様々な取組によって、生物多

様性の保全が図られている区域（国立公園など、既に保護されている区域を除く） 

 

■関連する印西市の施策 

本事業は印西市の進める施策と広範にかかわりがあり、以下に例示するような施

策の実現に寄与することができます。 

①印西市総合計画（自然との共生の実現） 

②第３次印西市環境基本計画（樹林地・斜面林の保全、いきものの生息・生育空間の把握、

多様な生態系の保全、水辺環境の保全、自然と調和したまちづくり、環境に配慮したまち

づくりの推進、環境学習の場と機会の創出、各主体における環境配慮行動の推進、各主

体間の連携促進、重点的な取組１：自然の力を活かそう！グリーンインフラ大作戦！！） 

③印西市緑の基本計画（樹林地の維持管理の仕組みの充実、樹林地の保全、耕作放棄地

の活用、水辺環境の保全、健全な水循環の保全、河川の水質改善、生物の生息・生育空

間の保全、緑あふれる景観の保全、緑地保全・緑化推進団体の育成、自然環境の活用、

市民参加による管理・運営の推進、市民による樹林地の保全・活用制度の創設、協働によ

る里山の調査・保全、緑に関する情報発信） 

 

■今後の展望 

上記「提案内容」にも記した通り、本事業で設置する協議会は今後も継続的・発

展的に運営されることが望ましいと考えています。 

そこで、協働事業終了後も協議会や協議会で実施した検討の継続が実現でき

るよう、将来の運営体制、メンバー、取組内容等について、検討を行います。 

 





 

提案１１－8 

（提案書 様式② 最終審査） 

協働事業計画書 

事  業  名 里山の水循環と生物多様性の保全及び地域活性化のための官民連携事業 

事 業 の目 的 

市と市民団体が協働により協議会を設置することにより、印西市内で活動する

里山保全活動団体や企業など多種多様な主体の連携を図り、印西市が所有・管

理する里山を対象に、「生物多様性の保全」、「里山の水循環」、「地域活性化」

の管理体制の構築を目指し、里山の保全・活用に取り組んでいくことを目的と

します。 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）印西市総合計画（自然との共生の実現）、第 3 次印西市環境基本計

画、印西市緑の基本計画 

（部署名）環境保全課 

事 業 期 間 令和７年４月１日  ～  令和８年３月３１日 

事 業 の内 容 

詳細に役割分担別に記入 

（役割分担を、できれば事

前に市の担当に相談して

記すか、希望を記す） 

提 案 者 市 

○協議会の運営 

○対象地の現況把握 

○里山保全活動団体等の現況把握 

○対象地における事業計画の検討 

○多様な主体の連携に係る検討 

○協議会の継続的な運営のあり方の

検討 

○事業の広報 

○事業に対する補助 

⇒協議会等の開催場所の提供 

⇒検討に必要な情報提供 

⇒関係部局との連携・調整 

⇒イベントの補助 

○市所有地や公共用地を使用する場

合の借用および連絡調整 

○周知・啓発（広報、HP等） 

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③による 

１３５，０００円 １，７１５，０００円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など） 

 

大学・研究機関市民活動団体

印西市事務局

将来の里山等の
活用について協議

⚫ 活用可能な場所や価値
を見つける

⚫ 企業と連携する方法を
一緒に考える

例えば・・・

✓ 市民活動団体間の連携の促進
✓ 企業や地域連携の促進

地域の豊かなくらしの実現（すみやすい都市の実感）

✓ ネイチャーポジティブの実現
✓ グリーンインフラの推進

等

•協議会運営
（会議開催、資料作成等）

•事業に対する補助
•情報共有・調整
•広報・啓発

•対象地の調査
•計画立案に関する議論

•研究成果の共有
•調査・評価の協力

亀成川を愛する会
谷田武西の原っぱと森の会
ラーバン千葉ネットワーク

国立環境研究所

ＳＯＤＯ

気候変動適応センター 

副センター長 西廣淳氏 



 

提案１１－9 

協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

○各団体の里山保全活

動の量的・質的向上 

⇒企業や市民との連携 

⇒協議会での共有等を

踏まえた活動へのフ

ィードバック 

⇒市の施策実現・グリ

ーンインフラ機能の

担い手としてのモチ

ベーション向上 

○協議会を通じた各団

体の課題解決 

○身近に自然と触れ合

い、親しむことができ

る多様な場（里山・緑

地等）の確保 

○QOL､Well-being向上 

○多様な主体との連携

による市の政策課題

の実現 

○多様な価値観に対応した地域づくり、市の魅力の向上 

○市内の里山の維持・保全、グリーンインフラ機能の向上による気候変動や生

物多様性などの地球規模の課題等への対応 

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法 

○協議会（1回／月）：事業の進捗状況や実績を共有・意見交換 

※その他、メール等で随時情報交換を行う。 

事業の周知方法 

○市広報、ホームページへの掲載 

○事業内容・事業成果の情報発信（提案・関連団体のホームページ） 

○庁内勉強会の開催（グリーンインフラにより課題解決できる可能性のある施

策に関連する部署を対象） 

○里山保全団体交流会の開催（市内の里山保全活動や関連団体を対象） 

○イベントでの広報 

⇒グリーンインフライベントの開催 

⇒他イベントへの出展 

評価の方法 

（具体的な目標値） 

協議会：協議会の設立、継続的な運営に向けた検討 

庁内勉強会・交流会・イベントの参加者：庁内勉強会（1 回：20 名）、交流会

（1回：20名）、イベント（1回：50名） 

※交流会・イベントは事業開始後の企画により同日実施の可能性あり 

印西市内の里山の自然共生サイト認定：1箇所以上で認定（もしくは検討） 

備    考 

関係団体等：国立研究開発法人国立環境研究所気候変動適応センター 副セン

ター長 西廣淳氏 

その他（添付書類等） 



 

提案１１－10 

（提案書 様式③ 最終審査） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

 

無償分を含む総事業費 （金３，２５５，８４０円） 

うち市に負担を求める額（委託費） 金１，７１５，０００円 

 

【歳入】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額 人件費（技術的検討に係る部分）、イベント開催経費 1,715,000 

提案者が負担する額 旅費交通費、印刷製本費 135,000 

その他収入  0 

無償分を含めない合計額  1,850,000 

無償労働力等換算金額 人件費（協議会等の開催に係る部分） 

交通費（提案者以外が負担する額） 

（1,405,840） 

無償分を含む総事業費  （3,255,840） 

 

【歳出】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費 ①対象地の現況把握（リスト・マップ化等） 

※GISを用いたマップの作成等 

15人日×23,500円※単価 1 

352,000 

 ②里山保全活動団体の現況把握 

※専門的視点からの現況整理、課題の抽出 

5人日×23,500円※単価 1 

117,500 

 ③対象地における事業計画の検討 

③-1 新たな取組、維持管理内容・体制の検討 

※専門的視点からの検討 

10人日×23,500円※単価 1 

235,000 

 ③-2 自然共生サイト申請に係る検討 

※市保有・管理地の自然共生サイト申請に必要な情

報整理、モニタリング計画策定、申請書類作成 

15人日×23,500円※単価 1 

352,500 



 

提案１１－11 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

人件費 ④多様な主体の連携に係る検討 

※専門的視点からの検討、ヒアリングの実施等 

5人日×23,500円※単価 1 

117,500 

 ⑤事業の広報 

⑤-1情報発信資料の作成、HPを通じた情報提供 

10人日×23,500円※単価 1 

235,000 

 ⑤-2 イベントの企画・開催 

10人日×23,500円※単価 1 

235,000 

イベント等開催経費 

（庁内勉強会、交流会、イ

ベント） 

会場費（交流会・イベント）：1回×10,000円 

機材費（交流会・イベント）：1回×10,000円 

資料・チラシ等印刷費：資料 90名×500円 

チラシ 5,000円 

70,000 

旅費交通費 協議会参加交通費（市民活動団体） 

5人×12回×500円※市内自動車移動のガソリン代を想定 

現地踏査交通費（市民活動団体） 

2人×3団体×5回×500円※同上 

45,000 

印刷製本費 会議資料の印刷 

15部×12回×500円 

90,000 

無償分を含めない合計額  1,850,000 

提案者が負担する 

無償労働力（Ａ） 

①協議会の運営（協議会資料の作成、記録作成） 

2人日×12回×23,500円※単価 1 

（564,000） 

 ②協議会・交流会の出席 

●市民活動団体 

協議会：5人×12回×2時間×3,800円※単価 2 

交流会：5人×1回×2時間×3,800円※単価 2 

庁内勉強会：2人×1回×2時間×3,800円※単価 2 

●関係団体等 

協議会：2人×12回×2時間×4,900円※単価 3 

交流会：2人×1回×2時間×4,900円※単価 3 

庁内勉強会：2人×1回×2時間×4,900円※単価 3 

（783,600） 

提案者が負担する 

無償機材等（Ｂ） 

協議会等参加交通費（関係団体等） 

2人×14回×2,080円※国環研～木下往復（公共交通機関）を想定 

（58,240） 

無償労働力等換算金額 （Ａ）+（Ｂ） （1,405,840） 

無償分を含む総事業費  （3,255,840） 

  



 

提案１１－12 

■単価の設定根拠 

１）専門技術を要する作業の人件費（単価 1） 

以下に挙げる専門技術を要する作業については、国土交通省設計業務委託等技術者単価（コン

サルタント単価）の最低ランクの技術者単価（技術員）の７０％相当額の単価を採用 

・ＧＩＳ等専門ツールを用いた作業（マップの作成等） 

・本事業を推進する上で必要となる専門的スキルを要する作業 

 

令和 6年度国土交通省設計業務委託等技術者単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本事業の実際の担当予定技術者は、主任技師相当～技師 B相当の技術者となります。 

単価 1：33,600 円×70％＝ 23,520 円 

⇒ 23,500 円 

※100 円単位未満切り捨て 
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２）会議への参加（単価 2，単価 3） 

「謝金の標準支払基準」の改定について，平成 27年 3月 6日，各府省等申合せを参考として単

価を設定するものとし、区分 6（地方支分部局が開催する一般的なもの）を採用、1回あたりの会

議を 2時間と想定 

・NPO法人：幹事・専門委員の単価を採用 ⇒単価 2 

・国立環境研究所：委員・臨時委員の単価を採用 ⇒単価 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単価 3 単価 2 



 

提案１１－14 

（提案書 様式④ 最終審査） 

年間事業スケジュール 

 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数※1 

４月上旬 市との打合せ・契約 ４名 

４月～３月 協議会の開催（１回／月程度，年１２回） １５名 

検討事項 

①対象地の現況把握（リスト・マップ化等） 

②里山保全活動団体の現況把握 

③対象地における事業計画の検討 

③-1 新たな取組、維持管理内容・体制の検討 

③-2 OECM登録に係る検討 

④多様な主体の連携に係る検討 

⑤事業の広報（HPを通じた情報提供等） 

－ 

６月～7月※2 庁内勉強会の開催 ２０名 

８月～１１月※2 里山保全団体交流会の開催 ２０名 

グリーンインフライベントの開催 ５０名 

３月下旬 市への実績報告 ４名 

■成果一覧 

①対象地（市所有・管理地）の現況マップ・リスト 

・印西市が所有または管理する土地（緑地等）の現状（自然環

境の状況、管理状況等）を整理したマップ及びリスト 

②里山保全活動団体等の現況リスト 

・印西市内で里山の保全活動等の活動を行っている市民団体

等の現状（団体概要、活動内容等）を整理したリスト 

③成果報告書 

・上記①②に加え、以下の内容について取組成果をとりまとめ

た報告書 

⇒先進地域の取組事例調査、印西市での適用に係る検討 

⇒対象地における取組の検討（既に市民活動団体等による

維持管理が行われている対象地における新たな取組、市

民活動団体等による維持管理が行われていない対象地に

おける維持管理内容、体制等） 

⇒自然共生サイト申請に係る検討 

⇒多様な主体の連携に係る検討（市民活動団体間の連携、市

民活動団体と企業の連携、地域内外の住民等との連携） 

⇒協議会の継続的な運営のあり方の検討 

 

※1：想定人数 

※2：開催時期は協議・調整により設定 
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 ウ）  保  護  者  向  け  性  教  育  講  座 
 ‧  ⽣  理  と  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ  ヘ  ル  ス‧  ラ  イ  ツ  に  つ  い  て 

 性  教  育  に  男  ⼥  差  の  あっ  た  親  世  代  に  む  け  て、  今  の  ⼦  ど  も  た  ち  を  と  り  ま  く  現  状  を  知  る  機  械  の  提  供  ‧  ⽣  理  ⽤  品 
 の  吸  ⽔  実  験‧  様々  な  ⽣  理  ⽤  品  を  知  り、  ⼼  と  体  を  ⼤  切  に  す  る  ⼦  ど  も  へ  の  性  教  育  に  に  つ  い  て  の  講  話  実  際  に  吸 
 ⽔  量  を  ⽬  視  す  る  こ  と  で、  ⾃  ⾝  の  ⽣  理  に  向  き  合  う  時  間  を  つ  く  り、  ⼦  ど  も  と  の  違  い  が  あ  る  こ  と  を  知  る  きっ  か 
 け  と  す  る。  新  し  い  ⽣  理  ⽤  品  を  紹  介  す  る  こ  と  で、  知  識  の  アッ  プ  デー  ト  と  親  ⼦  で  も  体  に  合  う  ⽣  理  ⽤  品  が  異  な 
 る  場  合  も  あ  る  こ  と  を  知  る  機  会  と  す  る。 
 エ）  ⽀  援  学  級  親  ⼦  向  け 
 ‧  BOX  型  ナ  プ  キ  ン  製  作  と  ⽣  理  に  つ  い  て  の  お  話  会 

 ⽣  理  ⽤  品  と  向  き  合  い  な  が  ら、  親  か  ら  ⼦  へ  伝  え  た  い  メッ  セー  ジ  を  書  い  た  り、  気  分  が  上  が  る  イ  ラ  ス  ト  を  書  い 
 た  り  す  る  こ  と  で、  ⽣  理  に  つ  い  て  考  え  る  時  間  を  作  り  ⼤  切  に  想  い  合  う  つ  な  が  り  と、  ⾃  分  を  守  る  知  識  を  ⾝  に  つ 
 け  て  い  く。 
 ②  ア、  イ  学  校  ご  と  に  合  わ  せ  た  オー  ダー  メ  イ  ド  の  性  教  育  授  業 
 は  協  議  の  結  果  提  案  を  取  り  下  げ、  ウ）  エ）  に  つ  い  て  は  内  容  を  イ  ベ  ン  ト  企  画  へ  盛  り  込  む  こ  と  と  す  る 

 ③  啓  発  イ  ベ  ン  ト  企  画  運  営 
 ア）  ①  オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  製  作  60  分  20  ⼈ 
 ⽣  理  の  と  き  の  気  分  を  和  ら  げ  た  り、  ⾃  分  を  労  る  た  め  の  ア  ロ  マ  講  座 
 ア）  ②  オ  リ  ジ  ナ  ル  ボッ  ク  ス  型  ナ  プ  キ  ン  製  作  60  分  10  ⼈ 
 ⽣  理  ⽤  品  と  向  き  合  い  な  が  ら、  ⽣  理  に  つ  い  て  考  え  る  時  間  を  作  り  ⼤  切  に  想  い  合  う  つ  な  が  り 
 と、  ⾃  分  を  守  る  知  識  を  ⾝  に  つ  け  て  い  く。 
 ア）  ③  絵  本  の  読  み  聞  か  せ  と  性  教  育  絵  本  の  紹  介  60  分  20  名 
 年  齢  に  応  じ  た  適  切  な  性  教  育  の  本  の  選  び  ⽅  の  ア  ド  バ  イ  ス 
  ③‐  ア  を  ①  と  し、  以  下  に  記  す 

 ①  ⼩  規  模  啓  発  イ  ベ  ン  ト  企  画  運  営  （２  回）
 １  回  ⽬ 
 絵  本  読  み  聞  か  せ  ＆  外  部  講  師  に  よ  る  ⼼  と  か  ら  だ  を  守  る  お  話  会 

 年  齢  に  応  じ  た  適  切  な  性  教  育  の  本  の  選  び  ⽅  の  ア  ド  バ  イ  ス 
 講  師  ：  ⼭  ⼝  修  平  ⽒  （⽇  本  性  教  育  学  会  理  事‧  児  童  福  祉  施  設  ⼀  宮  学  園  副  施  設  ⻑） 

   ２  回  ⽬ 
 オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  制  作

 ⽣  理  の  と  き  の  気  分  を  和  ら  げ  た  り、  ⾃  分  を  労  る  た  め  の  ア  ロ  マ  講  座 
 オ  リ  ジ  ナ  ル  BOX  型  ナ  プ  キ  ン  の  デ  ザ  イ  ン 

 ⽣  理  ⽤  品  と  向  き  合  い  な  が  ら、  ⽣  理  に  つ  い  て  考  え  る  時  間  を  作  り  ⼤  切  に  想  い  合  う 

 イ）  映  画  「う  ま  れ  る」  上  映  会  300  分  20  名 
 ま  る  で  ⾃  宅  の  リ  ビ  ン  グ  に  い  る  よ  う  な 
 リ  ラッ  ク  ス  で  き  る  環  境  で  ち  い  さ  な  ⼦  ど  も  も  ⼀  緒  に  い  の  ち  の  う  ま  れ  る  瞬  間  を  捉  え  た  ド  キュ  メ  ン  タ  リー  映 
 画  を  の  ん  び  り  鑑  賞  で  き  る  機  会  を  つ  く  る。 
 ③‐  イ  を  ②  と  し  以  下  に  記  す 

 ②  映  画  上  映  イ  ベ  ン  ト  『う  ま  れ  る』  （２  回） 
 乳  幼  児  も  いっ  しょ  に  親  ⼦  で  映  画  鑑  賞。  映  画  を  通  し  て  命  の  尊  さ  を  感  じ  る

 ウ）  イ  オ  ン  啓  発  イ  ベ  ン  ト  （講  師  な  し）  ◎  1  回  実  施 
 お  買  い  物  つ  い  で  に  ⽴  ち  寄  れ  る  場  所  で、  ⽼  若  男  ⼥  ど  な  た  に  も  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ  ヘ  ル  ス  /  ラ  イ  ツ  に  ま  つ  わ  る  知 
 識  を  得  る  機  会  を  作  る。 
 エ）  イ  オ  ン  啓  発  イ  ベ  ン  ト  講  師  2  名  ◎  1  回  実  施 
 ウ）  の  内  容  に  加  え  て、  講  師  に  分  ⼦  栄  養  学  の  専  ⾨  家  に  よ  る  思  春  期  に  特  に  と  り  た  い  栄  養  の  話  や、  理  学  療  法  ⼠ 
 に  よ  る  経  ⾎  コ  ン  ト  ロー  ル、  膣  筋  ト  レー  ニ  ン  グ  の  話  を  気  軽  に  聞  け  る  場  と  す  る。 
 ③‐  ウ、ェ  を  ③  と  し、  以  下  に  記  す 

 ③  ⼤  規  模  イ  ベ  ン  ト  （２  回）
 お  買  い  物  つ  い  で  に  ⽴  ち  寄  れ  る  場  所  で、  ⽼  若  男  ⼥  ど  な  た  に  も  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ  ヘ  ル  ス  /  ラ  イ  ツ  に  ま  つ  わ  る  知  識  を  得  る 
 機  会  を  作  る 

 パ  ネ  ル  展  ⽰  や、  関  連  書  籍、  各  種  ⽣  理  ⽤  品  等  に  よ  る  啓  発  活  動‧  実  験  （イ  オ  ン  ホー  ル） 
 保  育  ⼠  に  よ  る  性  教  育  絵  本  の  読  み  聞  か  せ 
 オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  制  作 
 掲  ⽰  物  に  関  す  る  質  問  相  談  会
 講  師  ：  須  藤  え  り  奈  ⽒  （看  護  師‧  分  ⼦  栄  養  学  ア  ド  バ  イ  ザー）
 講  師  ：  佐  野  太  ⼀  ⽒     （公  認  ⼼  理  ⼠‧  ⼼  理  カ  ウ  ン  セ  ラー）
 講  師  ：  原  ⽥  加  奈  ⼦  ⽒  （理  学  療  法  ⼠）

 ④  個  別  相  談  の  ⽇ 
 各  種  イ  ベ  ン  ト  や、  講  座  に  参  加  し  た  ⼈  が、  もっ  と  話  を  き  き  た  い、  相  談  に  乗っ  て  ほ  し  い  と  の  要  望  に  応  じ  て  ⽉ 
 １  回  の  開  催  を  し、  継  続  的  な  ⽀  援  が  必  要  な  場  合  は  ⾏  政  に  つ  な  げ  て  い  く。 
 ④  の  改  定  案  を、  以  下  に  記  す 

 ④  個  別  相  談  （年  １  ０  回） 
 毎  ⽉  固  定  週、  固  定  曜  ⽇  に  て  男  ⼥  共  同  参  画  セ  ン  ター  に  て  仮  称  こっ  と  ん  カ  フェ  を  開  催  （当  ⽇  ⾃  由  来 
 所） 
 ゆっ  た  り  と  過  ご  せ  る  空  間  で、  掲  ⽰  物  や、  展  ⽰  物  を  も  と  に  相  談  者  が  正  し  い  情  報  に  触  れ  る  機  会  を  設 
 け  る。  相  談  員  と  ゆっ  く  り  と  信  頼  関  係  を  築  き  な  が  ら、  ⾏  政  へ  繋  ぐ  必  要  が  あ  る  場  合  に  は  同  ⾏  し  て  対
 応  す  る。 
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 貴  団  体  の  特  性、  協 
 働  で  実  施  す  る  メ 
 リッ  ト  （提  案  者  が  事

 業  実  施  で  き  る
 能  ⼒  や  有  利  な  ア  ピー  ル 
 ポ  イ  ン  ト） 

 ‣  保  護  者‧  同  性‧  当  事  者  の  ⽬  線  で  ⼦  ど  も  の  真  の  ニー  ズ  を  掴  み  ま  す。 
 ‣  全  員  が  ⼩  中  ⾼  ⽣  の  保  護  者  で  あ  り、  多  種  多  様  な  社  会  貢  献  活  動  に  従  事  し、  豊  富  な  知  識  と  専  ⾨  ス  キ  ル  を  持っ  て 
 い  ま  す。 
 ‧  PTA  、  保  教  会  本  部  役  員  （  2018  〜  2024  ） 
 ‧  ⼦  育  て  ⽀  援  員 
 ‧  認  知  症  サ  ポー  ター 
 ‧  ⺠  ⽣  委  員‧  児  童  委  員 
 ‧  ピ  ア  ヘ  ル  パー 
 ‧  幼  児  体  育  初  級  公  認  指  導  員 
 ‧  お  も  ちゃ  イ  ン  ス  ト  ラ  ク  ター 
 ‧  こ  ど  も  環  境  管  理  ⼠  2  級 
 ‧  幼  稚  園  教  諭 
 ‧  保  育  ⼠ 
 ‧  特  別  ⽀  援  学  校  教  諭 
 ‧  社  会  福  祉  主  事 
 ‧  イ  ン  ク  ルー  シ  ブ  保  育‧  教  育  ⽀  援  ⼠ 
 ‧  体  験  活  動  セ  イ  フ  ティ  リー  ダー  （  ASL  ） 
 ‧  ⼦  ど  も  の  救  急  法  国  際  資  格  （  EFR-CFC  ） 
 ‧  体  験  活  動  セ  イ  フ  ティ  マ  ネー  ジャー  （  ASM  ） 
 ‧  准  学  校  ⼼  理  ⼠ 
 ‧  ⾼  等  学  校  教  諭  ⼀  種  免  許 
 ‣  戦  略〜  企  画〜  運  ⽤  ま  で  ワ  ン  ス  トッ  プ  で  対  応  し  ま  す。 

 事  業  実  施  に  よ  り 
 得  ら  れ  る  効  果 
 （⾃  由  提  案  型  は  今 
 後  の  展  望  も  記  ⼊） 

 ‧  印  ⻄  市  で  は  転  ⼊  者  が  増  え、  核  家  族  世  帯  が  多  い  た  め、  イ  ベ  ン  ト  を  通  し  て、  ⼈  と  の  つ  な  が  り  を  ⽣  み  出  す  機  会 
 を  設  け  る  事  が  で  き  る。 

 ‧  現  在  は、  団  体  メ  ン  バー  の  ⼦  ど  も  が  所  属  し  て  い  た  り、  PTA  や  保  教  会  で  の  つ  な  が  り  に  よ  る  学  校  や、  希  望  者 
 を  集  め  た  ⼩  規  模  で  の  開  催  が  多  かっ  た。  市  の  協  働  事  業  と  し  て  動  く  こ  と  で、  市  内  の  さ  ま  ざ  ま  な  場  所  で  の  啓  発 
 活  動  が  可  能  と  な  り、  よ  り  多  く  の  市  ⺠  に  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ  ヘ  ル  ス‧  ラ  イ  ツ  に  つ  い  て  知っ  て  い  た  だ  く  こ  と  が 
 で  き  る。 

 ‧  こ  れ  ま  で  ⾏っ  て  き  た  活  動  の  来  場  者  ア  ン  ケー  ト  の  中  に、  ⺟  娘  で  参  加  し  た  が  次  回  機  会  が  あ  れ  ば  ⽗  息  ⼦  も  ⼀ 
 緒  に  参  加  し  た  い  な  ど、  今  後  の  開  催  を  期  待  す  る  声  が  多  く  届  き、  そ  う  いっ  た  声  に  答  え  る  べ  く  誰  で  も  参  加  し  易 
 い  形  を  団  体  と  し  て  常  に  考  え  て  き  た。  ⽉  経  に  ま  つ  わ  る  話  を  ⼥  性  の  話  と  限  定  す  る  こ  と  な  く、  『命』  を  テー  マ 
 の  根  幹  に  お  い  た  性  教  育  講  座  を  す  る  こ  と  で、  男  ⼥  が  互  い  に  ⼈  権  を  尊  重  し、  性  別  関  係  な  く  ⼀  ⼈  ひ  と  り  が  持っ 
 て  い  る  個  性  や  能  ⼒  を  ⼗  分  に  発  揮  で  き  る  地  域  社  会  づ  く  り  へ  の  効  果  が  期  待  で  き  る。 
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 （提  案  書  様  式  ②     最  終  審  査） 

 協  働  事  業  計  画  書 
 事     業     名  ＃  私  た  ち  の  保  健  室〜  み  ん  な  で  繋  が  り  合  え  る  印  ⻄  市  を  ⽬  指  し  て〜 

 事  業  の  ⽬  的  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ‧  ヘ  ル  ス‧  ラ  イ  ツ  を  念  頭  に  置  い  た  啓  発  活  動  や、  講  座  の  開  催  を
 し、  男  ⼥  共  同  参  画  の  推  進  を  図  る

 市  の  施  策  上  の  位  置 
 付  け  及  び  協  働  部  署 

 （施  策  名）  男  ⼥  共  同  参  画  に  関  わ  る  啓  発  事  業  の  実  施 
 （部  署  名）  市  ⺠  活  動  推  進  課  男  ⼥  共  同  参  画  係 

 事  業  期  間  令  和  ７     年     ４  ⽉     １  ⽇      〜      令  和     ８  年  ３     ⽉  ３  １  ⽇   

 事  業  の  内  容 
 詳  細  に  役  割  分  担  別  に  記  ⼊ 
 （役  割  分  担  を、  で  き  れ  ば 
 事  前  に  市  の  担  当  に  相  談  し 
 て  記  す  か、  希  望  を  記  す） 

 提     案     者  市 

 ‧  講  師  の  ⼿  配
 ‧  備  品  の  ⼿  配
 ‧  周  知  （広  報  原  案、  ポ  ス  ター  案  及  び  ポ
 ス  ター  印  刷）
 ‧  ス  ケ  ジュー  ル  作  成、  イ  ベ  ン  ト  運  営、
 報  告
 ‧  各  イ  ベ  ン  ト  の  運  営  の  ⼈  員  確  保

 ‧  会  場  の  ⼿  配
 ‧  周  知  （ポ  ス  ター  配  布、  ス  ク  リ  レ、  広
 報  掲  載、  市  HP  、  SNS  ）
 ‧  ち  ば  電  ⼦  申  請  で  の、  参  加  者  受  付、  ⼈
 数  把  握  及  び  名  簿  作  成
 ‧  イ  ベ  ン  ト  当  ⽇  の  鍵  の  受  け  渡  し、  会  場
 の  管  理

 事  業  に  要  す  る 
 経              費 

 ※  詳  細  に  つ  い  て  は、  様  式  ③  に  よ  る 

 0  円  1,160,290  円 

 事  業  の  運  営  体  制 
 （事  業  関  係  者、  協  ⼒  者、 

 有  資  格  者  な  ど） 

 ①  専  ⾨  的  な  知  識  を  持っ  た  外  部  講  師、  提  案  者  メ  ン  バー

 ②  提  案  者  メ  ン  バー

 ③  外  部  講  師、  内  部  講  師、  提  案  者  メ  ン  バー、  有  償  ボ  ラ  ン  ティ  ア

 ④  提  案  者  メ  ン  バー     各  回  ２  名  体  制

   協  働  の  メ  リッ  ト 
 （各  ⽴  場  に  とっ  て  の  効  果 
 を  簡  潔  に） 

 提  案  者  市     ⺠  市 

 今  ま  で  の  規  模  よ  り  も  多  く 
 の  市  ⺠  に  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ 
 ブ‧  ヘ  ル  ス‧  ラ  イ  ツ  に  つ 
 い  て  知っ  て  も  ら  う  こ  と  が 
 で  き  る。 

 ⼼  と  体  の  健  康  に  つ  い  て  知 
 識  を  得  る  こ  と  が  で  き  る  と 
 と  も  に、  ⾃  分  の  体  を  ⾃  分 
 で  正  し  く  ケ  ア  し、  守  る  こ 
 と  の  ⼤  切  さ  に  つ  い  て  考  え 
 る  こ  と  が  で  き  る。 

 市  ⺠  団  体  の  持  つ  幅  広  い  知 
 識  や  ⼿  法  を  活  か  し  た  事  業 
 を  展  開  す  る  こ  と  で、  市  ⺠ 
 が  ⼼  と  体  の  健  康  を  主  体  的 
 に  確  保  す  る  機  会  を  提  供  で 
 き  る。 

 対  話  ⽅  法 
 市  と  の  協  議  や  打  ち  合  わ  せ  ⽅  法 

 対  ⾯、  メー  ル 

 事  業  の  周  知  ⽅  法  周  知  ⽅  法     市  の  HP  、  SNS  、  広  報、  ス  ク  リ  レ、  団  体  の  SNS  、  ポ  ス  ター 

 評  価  の  ⽅  法 
 （具  体  的  な  ⽬  標  値） 

 ⽬  標  値     ①30  名  （各  回  15  名）  ②40  名  （各  回  20  名）  ③140  名  （各  回  70  名） 
 ④  １  ０  回  （実  施  回  数）

 備       考 
 関  係  団  体  等‧  コッ  ト  ン‧  ラ  ボ  ㈱ 

 そ  の  他  （添  付  書  類  等）  添  付  A  ：  積  算  根  拠     添  付  B  ：  イ  ベ  ン  ト  展  ⽰  品  な  ど 
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 （提  案  書  様  式  ③     最  終  審  査） 
 企  画  提  案  型  協  働  事  業  経  費  内  訳  書 

 無  償  分  を  含  む  総  事  業  費  （⾦  1,345,970  円） 
 う  ち  市  に  負  担  を  求  め  る  額  （委  託 
 費）  ⾦  1,160,290  円 

 【歳  ⼊】 
 項       ⽬  積  算  根  拠  （内  容‧  数  量‧  単  価  な  ど）  ⾒  積  り  ⾦  額  (円)

 市  に  負  担  を  求  め  る  額  1,160,290 
 提  案  者  が  負  担  す  る  額  0 
 そ  の  他  収  ⼊  0 
 無  償  分  を  含  め  な  い  合  計  額    1,160,290 
 無  償  労  働  ⼒  等  換  算  ⾦  額  無  償  労  働  ⼒  184,680  円  ﾎ  ゙   ﾗ  ﾝ  ﾃ  ｨ  ｱ  保  険  1,000  円  （  185,680  ） 

 無  償  分  を  含  む  総  事  業  費  （  1,345,970) 

 【歳  出】 
 項       ⽬  積  算  根  拠  （内  容‧  数  量‧  単  価  な  ど）  ⾒  積  り  ⾦  額  (円)

 ⼈  件  費  ①  講  座  ２  回  ②  映  画  2  回  ③  イ  ベ  ン  ト  2  回  ④  個  別  相
 談  会  10  回
 ※  添  付  資  料  A  参  照

   611,700 

 報  償  費  外  部・  内  部  講  師  指  導  謝  礼 
 ※  別  紙  参  照

 120,000 

 旅  費・  交  通  費  外  部  講  師  交  通  費、  交  通  費  （ガ  ソ  リ  ン  代） 
 ※  添  付  資  料  A  参  照

 55,090 

 印  刷  製  本  費  告  知  チ  ラ  シ・  ポ  ス  ター・  プ  ロ  グ  ラ  ム  等 
 ※  添  付  資  料  A  参  照

 62,800 

 使  ⽤  料  会  場  使  ⽤  料・  映  画  放  映  料  (各  2  回) 
 ※  添  付  資  料  A  参  照

 98,000 

 消  耗  品  費  ※  添  付  資  料  A  参  照  201,500 
 保  険  料  傷  害  保  険  ＠  28  円 

 ※  別  紙  参  照
 11,200 

 無  償  分  を  含  め  な  い  合  計  額  1,160,290 
 提  案  者  が  負  担  す  る 
 無  償  労  働  ⼒  （Ａ） 

 ※  添  付  資  料  A  参  照  （  184,680  ） 

 提  案  者  が  負  担  す  る 
 無  償  機  材  等  （Ｂ） 

 ボ  ラ  ン  ティ  ア  保  険  （  1,000  ） 

 無  償  労  働  ⼒  等  換  算  ⾦  額  （Ａ）  +  （Ｂ）  （  185,680  ） 

 無  償  分  を  含  む  総  事  業  費  （  1,345,970  ） 
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 （提  案  書     様  式  ④     最  終  審  査） 
 年  間  事  業  ス  ケ  ジュー  ル 

 実  施  予  定  ⽇  活     動     内     容  参  加  ⼈  数 
 ２  ０  ２  ５  年  ４  ⽉ 
 ２  ０  ２  ５  年  ５  ⽉ 

 ２  ０  ２  ５  年  ６  ⽉ 

 ２  ０  ２  ５  年  ７  ⽉ 

 ２  ０  ２  ５  年  ８  ⽉ 

 ２  ０  ２  ５  年  １  ０  ⽉ 

 ２  ０  ２  ５  年  １  ２  ⽉ 

 ２  ０  ２  ６  年  ２  ⽉ 

 ２  ０  ２  ５  年  ６  ⽉〜  ２  ０  ２  ６ 
 年  ３  ⽉ 

 年  間  事  業  打  ち  合  わ  せ 
 事  業  準  備 

 ①  ⼩  規  模  啓  発  イ  ベ  ン  ト  企  画  運  営ー  １  回  ⽬ー 
 絵  本  読  み  聞  か  せ  ＆  外  部  講  師  に  よ  る  ⼼  と  か  ら  だ  を  守  る  お  話  会 
 講  師  ：  ⼭  ⼝  修  平  ⽒  （⽇  本  性  教  育  学  会  理  事‧  児  童  福  祉  施  設  ⼀  宮  学  園  副  施  設 

 ⻑） 

 ②  映  画  上  映  イ  ベ  ン  ト  『う  ま  れ  る』ー  １  回  ⽬ー 
 乳  幼  児  も  いっ  しょ  に  親  ⼦  で  映  画  鑑  賞。  映  画  を  通  し  て  命  の  尊  さ  を  感  じ  る 

 ③  ⼤  規  模  イ  ベ  ン  トー  １  回  ⽬ー 
 掲  ⽰  物  に  よ  る  啓  発  活  動‧  実  験  （イ  オ  ン  ホー  ル） 
 保  育  ⼠  に  よ  る  性  教  育  絵  本  の  読  み  聞  か  せ
 オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  制  作 
 掲  ⽰  物  に  関  す  る  質  問  相  談  会 

 講  師  ：  須  藤  え  り  奈  ⽒  （看  護  師‧  分  ⼦  栄  養  学  ア  ド  バ  イ  ザー） 
 講  師  ：  佐  野  太  ⼀  ⽒     （公  認  ⼼  理  ⼠‧  ⼼  理  カ  ウ  ン  セ  ラー） 
 講  師  ：  原  ⽥  加  奈  ⼦  ⽒  （理  学  療  法  ⼠） 

 ①  ⼩  規  模  啓  発  イ  ベ  ン  ト  企  画  運  営ー  ２  回  ⽬ー

 オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  制  作
 オ  リ  ジ  ナ  ル  BOX  型  ナ  プ  キ  ン  の  デ  ザ  イ  ン 

 ③  ⼤  規  模  イ  ベ  ン  トー  2  回  ⽬ー 
 掲  ⽰  物  に  よ  る  啓  発  活  動‧  実  験  （イ  オ  ン  ホー  ル）
 保  育  ⼠  に  よ  る  性  教  育  絵  本  の  読  み  聞  か  せ 
 オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  制  作 
 掲  ⽰  物  に  関  す  る  質  問  相  談  会 

 講  師  ：  須  藤  え  り  奈  ⽒  （看  護  師‧  分  ⼦  栄  養  学  ア  ド  バ  イ  ザー） 
 講  師  ：  佐  野  太  ⼀  ⽒     （公  認  ⼼  理  ⼠‧  ⼼  理  カ  ウ  ン  セ  ラー） 
 講  師  ：  原  ⽥  加  奈  ⼦  ⽒  （理  学  療  法  ⼠） 

 ②  映  画  上  映  イ  ベ  ン  ト  『う  ま  れ  る』ー  ２  回  ⽬ー
 乳  幼  児  も  いっ  しょ  に  親  ⼦  で  映  画  鑑  賞。  映  画  を  通  し  て  命  の  尊  さ  を  感  じ  る 

 ④  個  別  相  談  （年  １  ０  回） 
 毎  ⽉  固  定  週、  固  定  曜  ⽇  に  て  男  ⼥  共  同  参  画  セ  ン  ター  に  て  仮  称  （こっ  と  ん  カ  フェ）
 を  開  催  （当  ⽇  ⾃  由  来  所） 
 ゆっ  た  り  と  過  ご  せ  る  空  間  で、  掲  ⽰  物  や、  展  ⽰  物  を  も  と  に  相  談  者  が  正  し  い  情  報  に
 触  れ  る  機  会  を  設  け  る。  相  談  員  と  ゆっ  く  り  と  信  頼  関  係  を  築  き  な  が  ら、  ⾏  政  へ  繋  ぐ 
 必  要  が  あ  る  場  合  に  は  同  ⾏  し  て  対  応  す  る。 

 ２  ０  名 

 ５  ０  名 

 １  ０  ０  名 

 ２  ０  名 

 １  ０  ０  名 

 ５  ０  名 

 ６  ０  名 
 ６  名  ✕  １  ０  回 
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品⽬ ①-1 ①-2 ② ③ ④ 計
1 ⼈件費 講座及びプログラム作成 31500 25200 63000 240000 252000 611700
2 報償費 外部講師謝礼‧団体内講師謝礼 15000 5000 0 100000 0 120000
3 旅費‧交通費 外部講師交通費 5000 0 0 40000 0 45000

交通費（ガソリン代） 150 320 420 4800 4400 10090
4 印刷製本費 チラシ‧ポスター‧講座プログラム 8000 8000 16000 26800 4000 62800
5 保険料 イベント保険 560 560 2800 5600 1680 11200
6 使⽤料 会場使⽤料 0 0 54000 44000 0 98000
7 消耗品費 ⽂具‧インク‧⽤紙‧⽣理⽤品等 2000 10000 0 184000 5500 201500
8 無償分を含めない合計額 62210 49080 136220 645200 267580 1160290
9 事業の準備‧調整 14364 14364 32832 49248 73872 184680
10 損害保険（＠100✕10名） 1000
11 無償労働⼒等換算⾦額 14364 14364 32832 49248 73872 185680
12 無償分を含む総事業費 76,574 63444 169052 694448 341452 1345970

番号

提案者が負担する無償労働⼒（A）
提案者が負担する無償機材等（B）
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品⽬
①‐1⼩規模啓発イベント企画運営1回⽬：絵本読み
聞かせ＆外部講師による⼼とからだを守るお話会
そうふけ公⺠館

単価 数量 単
位 計 備考

1 ⼈件費 講座及びプログラム作成 2100 15 h 31500 ⼈件費＝￥2100/h×5h×3⼈
2 報償費 外部講師謝礼‧団体内講師謝礼 15000 1 式 15000 外部講師¥15000×1⼈
3 旅費‧交通費 外部講師交通費 5000 1 式 5000 外部講師1⼈

交通費（ガソリン代） 20 7.5 km 150 そうふけ公⺠館往復2.5km×3⼈
4 印刷製本費 チラシ‧ポスター‧講座プログラム 8000 1 式 8000 チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20
5 保険料 イベント保険 28 20 ⼈ 560
6 使⽤料 会場使⽤料 0 0 0
7 消耗品費 ⽂具‧インク‧⽤紙‧⽣理⽤品 2000 1 式 2000 ⽂具¥2000
8 無償分を含めない合計額 62210
9 提案者が負担する無償労働⼒（A）事業の準備‧調整 1026 14 h 14364 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理2h
10 提案者が負担する無償機材等（B）
11 無償労働⼒等換算⾦額 14364
12 無償分を含む総事業費 76574

番号
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番
号 品⽬

①‐2⼩規模啓発イベント企画運営２回⽬：BOX制
作とアロマクリーム製作
牧の原交流センター

単価 数量 単
位 計 備考

1 ⼈件費 講座及びプログラム作成 2100 12 h 25200 ⼈件費＝￥2100/h×4h×3⼈
2 報償費 外部講師謝礼‧団体内講師謝礼 5000 1 式 5000 内部講師¥5000×1⼈
3 旅費‧交通費 外部講師交通費 0 0 0

交通費（ガソリン代） 20 16 km 320 牧の原交流センター往復4km×4⼈
4 印刷製本費 チラシ‧ポスター‧講座プログラム 8000 1 式 8000 チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20
5 保険料 イベント保険 28 20 560
6 使⽤料 会場使⽤料 0 0 0
7 消耗品費 ⽂具‧インク‧⽤紙‧⽣理⽤品 500 20 ⼈ 10000 アロマ材料費@500×20⼈
8 無償分を含めない合計額 49080
9 提案者が負担する無償労働⼒（A）事業の準備‧調整 1026 14 h 14364 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理2h
10 提案者が負担する無償機材等（B）
11 無償労働⼒等換算⾦額 14364
12 無償分を含む総事業費 63444
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番
号 品⽬

②映画上映イベント『うまれる』50名
2回実施
‧そうふけ公⺠館
‧牧の原交流センター

数量 単
位

回数

計 備考

1 ⼈件費 講座及びプログラム作成 2100 15 h 2 63000 ⼈件費＝￥2100/h×5h×3⼈
2 報償費 外部講師謝礼‧団体内講師謝礼 0
3 旅費‧交通費 外部講師交通費 0 0 0 0 0

交通費（ガソリン代） 20 10.5 km 2 420 そうふけ公⺠館往復2.5km、牧の原交流セン
ター往復4km(平均約3.5km)、×3⼈

4 印刷製本費 8000 1 式 2 16000 チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20
5 保険料 イベント保険 28 50 ⼈ 2 2800
6 使⽤料 会場使⽤料 27000 1 式 2 54000 映画使⽤料
7 消耗品費 ⽂具‧インク‧⽤紙‧⽣理⽤品 0 0 式 0 0
8 無償分を含めない合計額 136220
9 提案者が負担する無償労働⼒（A）事業の準備‧調整 1026 16 h 2 32832 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理4h
10 提案者が負担する無償機材等（B） 0
11 無償労働⼒等換算⾦額 32832
12 無償分を含む総事業費 169052

チラシ‧ポスター‧講座プログラム
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番
号 品⽬ ③⼤規模イベント2回（イオン） 単価 数量 単

位
回
数 計 備考

1 ⼈件費 講座及びプログラム作成 2100 32 h 2 134400 ⼈件費＝￥2100/h×8h×4⼈
1100 48 h 2 105600 有償ボランティア￥1100×8h×6

2 報償費 外部講師謝礼‧団体内講師謝礼 50000 1 式 2 100000 外部講師¥15000/⽇×3⼈、 
内部講師¥5000/⽇×1⼈

3 旅費‧交通費 外部講師交通費 5000 4 ⼈ 2 40000 内部講師、外部講師
交通費（ガソリン代） 20 120 km 2 4800

4 印刷製本費 チラシ‧ポスター‧講座プログラム 13400 1 式 2 26800 チラシ制作＠20×200、ポスター＠300×30、
実験プログラム制作@10×40⼈

5 保険料 イベント保険 28 100 ⼈ 2 5600
6 使⽤料 会場使⽤料 22000 1 式 2 44000 イオンホール会場

7 消耗品費 ⽂具‧インク‧⽤紙‧⽣理⽤品等 92000 1 式 2 184000

配布⽣理⽤品、展⽰品=￥50000（添付B）、
実験道具@500×40⼈=￥20000、⽂具¥5000
、装飾品¥2000、アロマ材料費@500×30⼈
=15000

8 無償分を含めない合計額 185648 645200

9 提案者が負担する無償労働⼒（A）事業の準備‧調整 1026 24 h 2 49248 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合4h
、進捗管理4h

10 提案者が負担する無償機材等（B） 0
11 無償労働⼒等換算⾦額 49248
12 無償分を含む総事業費 694448
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番
号 品⽬ ④個別相談 ⽉1回（全10回） 単価 数量 単

位
回
数 計 備考

1 ⼈件費 講座及びプログラム作成 2100 12 h 10 252000 ⼈件費＝¥2100/h×6h×2⼈×10ヶ⽉
2 報償費 外部講師謝礼‧団体内講師謝礼 0
3 旅費‧交通費 外部講師交通費 0 0 式 0 0

交通費（ガソリン代） 20 22 km 10 4400
4 印刷製本費 チラシ‧ポスター‧講座プログラム 20 200 式 1 4000 チラシ制作@20✕200
5 保険料 イベント保険 28 6 ⼈ 10 1680 新センター（駅前交流館の隣）往復11km✕２⼈
6 使⽤料 会場使⽤料 0 0 式 0 0

7 消耗品費 ⽂具‧インク‧⽤紙‧⽣理⽤品 5500 1 式 1 5500
⽂具¥1000、インク代¥4000（cannon 
家庭⽤インク年間コストサイト参照）、
⽤紙¥500

8 無償分を含めない合計額 7668 1 267580

9 提案者が負担する無償労働⼒（A）事業の準備‧調整 1026 72 h 1 73872 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合
4h、進捗管理52h(1h×52週)

10 提案者が負担する無償機材等（B）
11 無償労働⼒等換算⾦額 73872
12 無償分を含む総事業費 341452
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